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首都直下地震をどう捉えるか 
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今後備えるべき大規模地震災害 
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歴史上の南海・東海地震 
• 天武地震 （６８４）：紀伊水道沖地震：宝永型？ 

– 南海 684/11/29(天武13年10月14日）M8.4 

• ？地震 （尾池和夫先生によれば７９０年ごろ） 
• 仁和地震 （８８７）：五畿七道大地震：宝永型？ 

– 南海 887/8/26(仁和3年7月30日）M8.6 

• ？地震 （尾池和夫先生によれば1000年ごろ） 
• 康和・永長地震 （１０９６・１０９９）： 昭和型 

– 東海 1096/12/1(永長元年11月24日） Ｍ8〜8.5 ・ 南海 1099/2/22(康和元年1月24日）   M8
〜8.3 

• ？地震  (尾池和夫先生によれば1250年ごろ) 
• 正平地震 （1361）： 宝永型 

– 南海 1361/8/3(正平16年６月24日） M8.5 

• 明応地震 (1498）： 安政型 
– 東海 1498/9/20(明応7年8月25日）M8.6 ・ 南海 1498/7/9（宇佐美説） 

• 慶長地震 （1605）: 宝永型 
– 東海 1605/2/3(慶長9年12月16日）M7.9 ・ 南海 1605/2/3(慶長9年12月16日）M7.9 

• 宝永地震 （1707） 
– 東海 1707/10/28(宝永4年10月4日） M8.4 ・ 南海 1707/10/28(宝永4年10月4日） M8.4 

• 安政地震 （1854） 
– 東海 1854/12/23(安政元年11月4日）M8.4 ・ 南海 1854/12/24(安政元年11月5日）M8.4 

• 昭和地震 （1944・1946） 
– 東海 1944/12/7(昭和19年12月7日）M7.9 ・ 南海 1946/12/21(昭和21年12月21日）M8.0 

• X 地震 （２０３５～２０４０） 
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• 時間予測モデルが
fit 

• 昭和の地震の大き
さから，次の地震
の時期が予測可能 

• 昭和の地震は小さ
かったので，次ま
での時間は短い? 

室津港の累積隆起 
（島崎・中田，1980） 

2035 
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地震調査研究推進本部の予想 
（今後30年間にX％） 
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30年間に被害地震は発生する確率 
1602年から2012年までの間のポワソン分布 

P=0.61373 
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首都直下地震の被害想定を 
どう捉えるか 
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都心南部地震 
Mw=7.3 

• 今後30年間で、 

 70％の発生確率 
 

• 人的被害 
 最少   4,930人 
 最大 22,460人 
 
• 被害総額 95兆円 
 
 

2013年 内閣府防災担当 
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3. 広域的危機管理・減災体制の構築に関する研究 

首都直下地震防災・減災特別プロジェクト 11 

中央防災会議 
首都直下地震 

 

今後30年間で、 

70％の発生確率 
 

最悪1.1万人の 

犠牲者 
 

112兆円の 

直接・間接被害 

 

 鈴木・林(2008) 

ワーストケースシナリオとしての 
東京湾北部地震（M=7.3) 
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都心南部 東京湾 
北部 差分 

震度７ 1.4万人 0人 ＋  1.4万人 
震度６強 880万人 500万人 ＋ 380万人 
震度６弱 2050万人 2040万人 ー 10万人 
合計 2930万人 2540万人 ＋ 390万人 

東京湾北部地震と都心南部地震の 
暴露量人口の差 
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首都直下地震の際の負傷者 
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救急業務実施体制 
平成23年4月1日現在 

• 救急業務実施消防本部数     798 本部  
                （ 単独 494 本部、組合 304 本部 ）  

• 救急業務実施市町村数        1,689 市町村  
                （ 787市、743町、159村 ）  

• 救急隊数           4,977 隊  
• 救急隊員数           59,886 人  
• 救急自動車数       6,028 台  

総務省消防庁 平成２３年版救急・救助の概要 

埼玉   ２１６ 
千葉   ２０４ 
東京   ２３９ 
神奈川  ２１０ 
合計   ８６９ 
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平成22年中の救急業務実施状況 

• 救急自動車による救急出動件数 

   546万2,848件（前年比 ＋34万622件(6.6％)） 
• 救急搬送人員 

   497万8,701人（前年比 ＋29万5,710人(6.3％)） 

• 1日出動平均件数    約14,966件 
       5.8秒に１回の割合（前年6.2秒） 

       26人に1人（前年27人） 

• 現場到着までの全国平均所要時間    8.1分（前年7.9分） 

• 病院収容までの全国平均所要時間    37.4分（前年36.1分）   
 

総務省消防庁 平成２３年版救急・救助の概要 
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12万人の負傷者の1割が救急搬送を 
必要としたら 

• 救助ニーズ＝120,000×0.1＝12,000件 
• 埼玉・千葉・東京・神奈川の救急隊＝869隊 
• 病院収容までの平均時間＝38分 

 
• 全員を搬送するのにかかる時間＝ 
    38×12,000/869≒525時間≒22日 
 
• そもそも病院にそれだけ収容する余裕はない 
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